
 
錦江町立神川小学校 学校だより（創立149年）

令和７年度２月号
令和８年２月１６日発行
児童34名、教職員15名

２月も下旬となりました。まだまだ寒い日もありますね。俳句の季語では、「残雪、余寒」
など寒さを表しているものもありますが、「立春、向春、春浅」など春の訪れを感じられるよ
うな言葉もあり心も温まります。
最近では、寒い中でも気温が20℃を越える温かい日も時々みられるようになりました。２

月は「如月（きさらぎ）」とも呼ばれますが、その語源は、寒さのために着物を重ねる「衣更
着」、春めいて陽気が盛んになる時季を意味する「気更来」などと言われております。
学校周辺を見渡すと，梅の花や河津桜がピンクの花を咲かせ、春の訪れを感じます。

ところで､身の回りの色々なものをじっと見ていると､顔に見えて、
何だか語りかけているような錯覚に陥ることはありませんか。

これは､シュミラクラ現象と呼ばれるもので､学術的な定義こそな
いものの、三角形に並んだ点や線を見ると顔に見えてしまう現象を
指して使われることがある用語です。

シミュラクラ現象とは、人間には3つの点が集まった図形を人の顔
と見るようにプログラムされているという脳の働きであり､心霊現象
とか霊感などの類いではなく､ごくごく当たり前のことなのです。

心霊写真や「人面〇〇」などの怪奇現象の多くがこれで説明され
うるともいわれており、身近なところではコンセントの穴などでも
起こります。

似たような現象として､「パレイドリア現象」と呼ばれるもの
があります。これは､顔のようなパターンが顔に見えてしまうこ
とです。
一例として､車のフロントフェイスが人間の顔に例えられるこ

とが多く、ランプが目、グリルが口、エンブレムが鼻のように見
えます。
人間は､顔の微妙な違いを脳神経領域で処理することによって､

敏感に認識しているのだそうです。ですから車のフロントフェイ
スは、人間の「顔」として敏感に認識されるのでカーデザインに
とって特に重要となるのだそうです。
実際､車選びの際には顔が重要ですよね。

この二つの現象の違いは何かというと、幾何学図形を顔のように認識することをシミュラ
クラ現象といい、雲や花の模様を顔のパーツとして顔のように認識することをパレイドリア
現象というのだそうです。

どちらにせよ、見えてくる顔は、その時どきで変化します。
笑ったように見える顔、泣いているように見える顔、困ったよ

うに見える顔､怒ったように見える顔､いじわるそうに見える顔、
真剣になっている顔などなど。
子供たちも同じでその時どきに見せる表情は、何かを物語って

いるのかもしれませんね。
わたしも「思いを巡らす」姿勢で周りの人々と関わっていきた

いと思います。

さて、２月も中旬を過ぎ、学校ではどの学年も
１年間のまとめに時期に入ります。学習面、生活
面等において、一人一人の子供の成長を確かめな
がら、進学・進級に向けての希望を大きく膨らま
せることができるよう支援していきます。
あたたかな春は、もうそこまできています。

＜神川小学校Facebook＞
子供たちの日々の活動の様
子を公開しています。ご覧
になってください。

「よく考え よいと思ったらすぐやる」




